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尿路感染症 に対す るT-2588の 臨床評価
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新 しく開発された経 口用セフェム系抗生剤であるT-2588を 尿路感染症に使用し,そ の臨床効果

を中心に検討 した。対象は,急 性単純性膀胱炎患者7例 および慢性複雑性膀胱炎患者8例 の計15

例であった。 投薬方法および効果判定については,急 性単純性膀胱炎に対 しては1回50mgを 毎

食後1日3回,原 則として3日 間投薬終了後に,ま た慢性複雑性膀胱炎に対 しては1回100mgを

毎食後1日3回,5日 間投薬終了後にUTI薬 効評価基準に従って効果を判定した。急性単純性膀

胱炎患者7例 の総合臨床効果は,著 効4例,有 効2例,無 効1例 であり有効率は85.7%で あ った。

慢性複雑性膀胱炎患者8例 の総合臨床効果は,著 効1例,有 効3例,無 効4例 であ り有効率は50%

であった。 対象全例についての細菌学的検討では,投 薬前尿中より13菌 種24株 が分離され,そ

れらのうち18株 が投薬後陰性化 し,細 菌消失率は75%で あ った。 自他覚的副作用および本剤と

関係ありと判定された臨床検査値の異常変動は認められなかった。

T-2588は 新しく開発された経口用のエステル型セフ

ェム系抗生剤で,内 服後に腸管より吸収され,esterase

によって加水分解され抗菌活性を有するT-2525に 変化

する(Fig」)。 本剤は7β-amino-cephalosporanic acid

(7-ACA)の7位 にaminothiazol-methoxyimino基 を,

3位 にtetrazolmethyl基 を有するため,グ ラム陰性菌,

グラム陽性菌および嫌気性菌に対し広範囲な抗菌スベク

トルを有し,特 に グラム陰性菌のうちSerratia , En-

terobacter属 等に強い抗菌力を示すのが特徴といわれて

いる1)。

今回,尿 路感染症患者に本剤を投薬し,臨 床効果を中

心に検討したのでその成績を報告する。

I. 対象および方法

1. 対 象

対象は昭和59年6月 から11月 までの間に,金 沢大

学医学部附属病院泌尿器科に通院もしくは入院 した急性

単純性膀胱炎患者7例(全 例女子,年 齢は19～74歳,

平均54.0歳)お よび慢性複雑性膀胱炎患者8例(男 子

7例,女 子1例,年 齢は39～79歳,平 均6a8歳)で

あった。 なお複雑性膀胱炎患者8例 の尿路の基礎疾患

は,神 経因性膀胱,前 立腺癌が各2例,前 立腺肥大症,

膀胱腫瘍,尿 道痕,膀 胱腟瘻が各1例 であった。

2. 投薬方法および効果判定

急性単純性膀胱炎患者に対 しては,1回50mgを 毎

食後1日3回,原 則として3日 間投薬終了後に また慢

性複雑性膀胱炎患者に対 しては,1回100mgを 毎食後

1日3回,5日 間投薬終了後にUTI薬 効評価基準2,3)に

従って効果を判定 した。

II. 成 績

1. 臨床効果

急性単純性膀胱炎患者7例 の総合臨床効果は著効4例

(57.1%),有 効2例(28.6%),無 効1例(14.3%)で 有

効率85.7%で あ った(Table1)。 排尿痛 は 消失6例

(85.7%),不 変1例 で,膿 尿は正常化5例(71.4%),不

変2例 であ り,細 菌尿は陰性化4例(57.1%),菌 交代2

例(28.6%),不 変1例 であった(Table2)。

慢性複雑性膀胱炎患者8例 の総合臨床効果は著効1例

Fig. 1 Chemical structure of T-2588 and T-2525
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Table 1 Clinical summary of uncomplicated acute cystitis cases treated with T-2588 

(50mg•~ 3 /day, p.o., for 3 days)

Before treatment/

After treatment

** Criteria by the UTI committee

Table 2 Overall clinical efficacy of T-2588 in uncomplicated acute cystitis 

50mg•~ 3/day, 3-day treatment
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Table 3 Clinical summary of complicated UTI cases treated with T-2588 

(100mg•~ 3 /day, p.o., for 5 days)

Before treatment/

After treatment

** Criteria by the UTI committee
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Table 4 Overall clinical efficacy of T-2588 in complicated UTI 

100mg•~ 3 /day, 5-day treatment

Table 5 Overall clinical efficacy of T-2588 according to the type of infections

(12.5%),有 効3例(37.5%),無 効4例(50%)で 有効

率50%で あった(Table3)。 細菌尿は陰性化4例(50

%),不 変4例 であったが,膿 尿については正常化は1

例(12.5%),改 善が1例(12,5%)で 不変が6例 であっ

た(Table4)。 これを疾患病態群別にみると,有 効率は

単独菌感染で66.7%,複 数菌感染で40%で あ り,特 に

複数菌感染で 留置カテーテルを有するgro叩5で は有

効率33.3%と 低 率であった(Table5)。

細菌学的効果では,急 性単純性膀胱炎患者7例 の投薬

前尿中分離菌 はEscherichia coli 4株, Enterococcus

faecalis, Staphylococcus epidermidis, Staphylococcus

saprophyticusが 各1株 の計7株 で あ り, E.faecalis以 外

の6株(85.7%)が 投薬後陰性化 した。慢性複雑性膀胱

炎患者8例 について鳳 投薬前尿中より分離き彩たS伊

rratia marcescens 3株 中2株(66.7%), Klebsiella

pneumoniae 2株 中2株(100%), Flavobacterium me-

ningoseptcum 2株 中1株(50%),そ の他のグラム陰

性桿菌4株 中3株(75%)が 陰性化 し,細 菌消失率は

70.6%で あった。 対象全例について 細菌学的効果をま

とめると,投 薬前尿中より13菌 種24株 が分離され,
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Table 6 Bacteriological response to T-2588 in UTI

* Regardless of their bacterial counts

Table 7 Microorganisms* newly isolated after the 

T-2588 treatment in UTI

* Regardless 
of their bacterial counts

それらのうち18株 が投薬後陰性化 し,細 菌消失率は75

%で あ った(Table6)。 投薬後出現菌 としては,急 性単

純性膀胱炎ではE.faecalis, Candida albicans各1株,

慢性複雑性膀胱炎ではStaphylococcus sp.2株, E.fae-

caiis, Citrobacter freundii各1株 の計6株 が認められた

(Table7)。

2. 副作用

自他覚的副作用は15症 例全例に認められなかった。

本剤投薬前後における臨床検査は主に慢性複雑性膀胱炎

患者にのみ施行 し,そ の成績をTable8に 示 した。担当

医により本剤と関係あ りと判定された臨床検査値の異常

変動は認められなかった。

III. 考 按

T-2588は 腸管より吸収され,抗 菌活性を示すT-2525

に加水分解される。T-2525は グラム陰性菌および陽性

菌に対 し広範囲な抗菌力を有 し,特 にグラム陰性菌のう

ち,従 来の 経ロセフェム系抗生剤に対 し感受性が 低い

Serratia, Enterobacter, Citrobacter,イ ン ドール陽性

Proteus属 に対しても強い抗菌力を示すのが特微といわ

れている。また,本 剤は空腹時服用より食後服用の方が

血中濃度が高く,そ のpeak値 は服薬後3～4時 間目に

あ り,血 中半減期は0,81～1.14時 間 で,主 として腎を

介 して排泄されるといわれている1)。

今回われわれは,急 性単純性膀胱炎患者7例 および慢

性複雑性膀胱炎患者8例 の計15例 に本剤を使用 し,臨

床効果を中心に検討 した。急性単純性膀胱炎7例 のUT

I薬 効評価基準による総合有効率は85.7%と 若干 率

であったが,こ れは症例数が少なかったことが一因と考

えられた。 慢性複雑性膀胱炎8例 の総合有効率は50%

であったが,こ れは症例数が少ないうえに複数菌感染症

例が5例(62.5%)と 半数以上を占めていたことにも起

因すると考えられ,特 に留置カテーテルを有す る複数菌

感染症例のgroup5が3例(37.5%)を 占めていたこと

を考慮すれば,ま ずまずの成績 と考えられた。

細菌学的効果の面からみると,従 来の経口セフェム系
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Table 8 Changes in laboratory test results after the 5-day treatment

抗生剤に対 し感受性が低いと考えられるS,marcescens

3株 中2株 およびMomganella morganii 1株 が本剤投

薬後に消失しており,単 純性および複雑性を総合した投

薬前の全分離菌株に対する細菌消失率 は75%で あっ

た。 一方,本 剤の抗菌力が弱い菌種であるPsmdomo-

nas aeruginosaお よびE.faecalisに 対 しては当然のこ

とながら細菌学的効果は認められず,ま た投薬後出現菌

6株 中にE.faecalisが2株(33.3%)認 め られた。

副作用に関 しては,自 他覚的副作用および本剤と関係

あ りと判断された臨床検査値異常は全 く認められなかっ

た。

以上の結果より,本 剤は,従 来の経 ロセフェム系抗生

剤に感受性の低いS.marcescensを 含めたグラム陰性桿

菌による尿路感染症に対 しても十分な効果が期待でき,

かつ安全性の高い薬剤であることが推察された。
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T-2588, a new cepliem antibiotic, was orally administered with the dose of 50 mg three times 
a day for 3 days to 7 patients with uncomplicated acute cystitis, and the dose of 100 mg three 
times a day for 5 days to 8 patients with complicated chronic cystitis in order to evaluate the clinical 
efficacy and safety of the drug. According to the response criteria defined by the UTI committee, 
Japan, the clinical efficacy in the 7 patients with uncomplicated acute cystitis was excellent in 
4 cases, moderate in 2 cases and poor in one case, the overall effectiveness being 85. 7 per cent. 
Out of the 8 patients with complicated chronic cystitis, the efficacy was excellent in one case, 
moderate in 3 cases and poor in 4 cases, the overall effectiveness being 50. 0 per cent. There were 
neither adverse reactions nor laboratory abnormalities caused by the treatment.


